
検査方法の略称と概要
バイオアッセイ法 生物学的検定法
Bioassay
生物または組織、細胞などを用いて生物学的応答により生物作用量を主に評価する方法。

金コロイド免疫測定法
Colloidal　Gold　Immunoassay
抗原抗体反応により捕捉した標的物質に、さらに金コロイド標識した抗体または結合親和
性物質（プロテインAなど）を反応させ、金コロイドの呈色により標的物質の存在を判
定する。

原子吸光分析法
Atomic　Absorption　Method
元素試料を化学炎中や加熱グラファイト管中などで元素の原子化を行ない、この原子蒸気
に元素固有の共鳴線をあてると原子蒸気中の原子の数に応じて吸収されることを利用し
て、吸光度から元素量を定量する方法。

酵素法

測定原理は比色法と同様で、測定物質を酵素を用いて特異的に測定する方法。

酵素抗体法

目的とする抗原に対して、酵素で標識した抗体を用いて抗原抗体反応を行ない、発色基質
を加えて酵素活性を測定する方法。酵素で標識した抗体を直接反応させる直接法と、抗原
に対して未標識の抗体を反応させた後、酵素で標識した抗体を２次反応させる間接法があ
る。

サザンブロットハイブリダイゼーション
Southern　Blot　Hybridization
制限酵素で消化したDNAを電気泳動により分画し、１本鎖DNAに変性後、毛細管現象
を利用してナイロンメンブレンに転写して、標的プローブとハイブリダイゼーションを行
ない、目的の遺伝子を検出する方法。DNAの量的、質的変化の異常を解析する場合に用
いられる。

超遠心法

超遠心器を用いて蛋白質の比重の差により分離し測定する方法。

電気泳動法
Electrophoresis
荷電粒子の浮遊する電解質溶液に通電すると、粒子は各粒子の荷電と逆の極側に移動する
現象を利用し、移動度から目的の物質を測定する方法。水溶液支持体にはセルロースアセ
テート膜、アガロースゲル、ポリアクリルアミドゲルなどが用いられる。

電極法

電極と溶液界面における電荷移行反応を利用した方法。
イオン選択電極は特定のイオンに応答し、イオンの活量の対数に比例して生じる電位差か
らイオンの濃度を測定する。

ネフェロメトリー
Nephelometry
抗原抗体反応による混濁物に光を照射させ、光の錯乱強度を測定する方法。

発色性合成基質法

ヘパリンを加えてAT- Ⅲ - ヘパリン複合体を形成させ、そのトロンビン不活化能をトロ
ンビンに対する発色性合成基質を用いて測定する方法。

比色法

測定物質を着色物質に変換後、可視部波長を照射して吸光度を測定して色調を標準液と
比較する方法。

比濁時間分析法
Turbidimetric　Time　Assay
エンドトキシン測定法の１つ。エンドトキシンの存在下にカブトガニ血液抽出物中の凝固
成分が段階的に活性化され、最終的に生成したコアグリンがゲル化する性質を利用した方
法。ゲル形成時間が反応初発時のエンドトキシン量の２回対数に反比例することから量を
測定する。

フローサイトメトリー法
Flow　Cytometry
蛍光色素で標識したモノクローナル抗体で染色した細胞を高速度で流しながらレーザー光
を照射し、前方散乱光（細胞の大きさ）や９０°散乱光（細胞の内部構造）と蛍光強度（細
胞表面の対応抗原）から個々の細胞を解析する方法。
２種類の蛍光色素を用いて二重染色を行ない解析する場合は Two-Color フローサイトメ
トリーと呼ばれる。

ベセスダ法
Bethesda
主に血液凝固系検査に用いられる検査方法。凝固因子インヒビター測定の場合は目的とす
る凝固因子の正常血漿と被検血漿を混合・反応させ、反応前と反応後の残存凝固因子を測
定し、その比によりBethesda 算定図より凝固因子阻止量を読み取る。

リアルタイムＰＣＲ法

PCR法を基本原理とする核酸増幅法の１種であり、分解により蛍光を発するオリゴヌク
レオチドを利用することにより、PCRサイクルごとに蛍光シグナルを確認することでリ
アルタイムにターゲット核酸の定量が可能となる測定方法。

3 Ｈ - サイミジン取り込み能
3 Ｈ -Td Ｒ　uptake
リンパ球が非自己抗原による刺激に反応して芽球化する現象を利用した方法。
リンパ球に刺激物質と 3H- サイミジンを加えて培養し、DNA合成により 3H- サイミジン
が細胞に取り込まれる量を放射活性として測定する。刺激物質にはPHA、ConA、薬剤
などが用いられる。

基準値・単位の略称　「基準値」の欄の略称　M：男性（Male）F：女性（Female）
単位の略称

L liter（＝ 1000mL）

dL deciliter（＝ 0.1L ＝ 100mL）

mL milliliter（＝ 0.001L）

g gram

mg milligram（＝ 0.001g）

μg microgram（＝ 10-6…g）

ng nanogram（＝ 10-9…g）

pg picogram（＝ 10-12…g）

U Unit

mU milli…Unit（＝ 0.001U）

μU micro…Unit（＝ 10-6…U）

IU International…Unit

mIU milli…International…Unit（＝ 0.001IU）

単位の略称

mmol millimole（＝ 0.001mol）

μmol micromole（＝ 10-6…mol）

nmol nanomole（＝ 10-9…mol）

pmol picomole（＝ 10-12…mol）

fmol femtomole（＝ 10-15…mol）

M mol ／ L

mEq milli…Equivalent（＝ 10-3……Eq）

Meq mega…Equivalent（＝ 106……Eq）

mOsm milli…Osmole

cpm count…per…minutes

％ percent

‰ permille

S.I. Stimulation…Index

基準値・単位の略称
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<45>緊急報告対象項目

緊
急
報
告
対
象
項
目
と
そ
の
基
準

緊急報告対象項目とその基準
●下記の検査項目で、緊急報告値が検出された場合は、測定後速やかにFAXまたは個別電話でご報告申し上げます。但し、予め
異常値が予知されている場合（疾患名が確定している場合等）、または検体の性状が溶血血清、乳糜血清等で検査結果に影響す
るようなものである場合は、緊急報告の対象としないことがありますのでご了承ください。

検査項目名 緊急報告範囲 基準値

血
液
学

白血球数（WBC) 10以下、250以上（102/μL） M:39～98、F:35～91（102/μL）

血色素量（ヘモグロビン、Hb）＊1 5.0以下（ｇ/dL) M:13.0～17.0、F:11.6～15.6（g/dL）

血小板数（PLT)＊1 3以下、100以上（104/μL） 13.0～35.0（104/μL）

白血球像*2 ブラスト出現

好 中 球　40.0～70.0（％）
桿状核球　……2.0～10.0（％）
分葉核球　38.0～67.0（％）
リンパ球　20.0～50.0（％）
単　　球　……2.0～……9.0（％）
好 酸 球　……0.0～……8.0（％）
好塩基球　……0.0～……2.0（％）

プロトロンビン時間－INR（PT-INR) 3.00以上 0.9～1.1

生
化
学

グルコース 50以下、500以上（mg/dL） 60～109（mg/dL）（空腹時）

AST（GOT) 500以上（U/L） 9～38（U/L）

ALT（GPT) 500以上（U/L） 5～39（U/L）

LD（LDH)（乳酸脱水素酵素） 1,000以上（U/L） 120～260（U/L）

血清アミラーゼ（S-AMY) 1,000以上（U/L） 37～124（U/L）

総ビリルビン（T-BIL)＊3 12.0以上（mg/dL） 0.2～1.2（mg/dL）

ナトリウム（Na) 110以下、170以上（mmol/L） 135～147（mmol/L）

カリウム（K) 2.5以下、6.5以上（mmol/L） 3.6～5.0（mmol/L）

カルシウム（Ca) 6.0以下、12.0以上（mg/dL） 8.6～10.1（mg/dL）

尿素窒素（UN)＊1 80以上 8～20（mg/dL）

CK（CPK) 1,000以上（U/L） M:40～220、F:30～190（U/L）
血
清 直接クームス試験（新生児） （＋）陽性 （－）陰性

細
菌

血液　培養＊4 菌の検出 細菌検出せず

髄液・その他無菌的材料　塗抹・培養 菌の検出 細菌検出せず

抗酸菌　塗抹 （＋）陽性 （－）陰性

検査項目名 緊急報告基準値 有効治療濃度

薬
物
検
査

フェノバルビタール 60.0以上（μg/mL） 15.0～40.0（μg/mL）

プリミドン 15.0以上（μg/mL） 5.0～12.0（μg/mL）

フェニトイン 30.0以上（μg/mL） 10.0～20.0（μg/mL）

カルバマゼピン 12.0以上（μg/mL） 4.0～12.0（μg/mL）

バルプロ酸 150.0以上（μg/mL） 50.0～100.0（μg/mL）

エトスクシミド 120.0以上（μg/mL） 40.0～100.0（μg/mL）

リチウム 2.0以上（mEq/L） 0.6～1.2（mEq/L）

ジゴキシン 2.5以上（ng/mL） 0.9～2.0（ng/mL）

テオフィリン 25.0以上（μg/mL） 10.0～20.0（μg/mL）

プロカインアミド 16.0以上（μg/mL） 4.0～10.0（μg/mL）

リドカイン 6.0以上（μg/mL） 1.2～5.0（μg/mL）

サリチル酸 300以上（μg/mL） 100～250（μg/mL）

メトトレキサート 48時間値：1以上（μmol/L）

（危険限界濃度）（μmol/L）
24時間値：…10以上
48時間値：………1以上
72時間値：0.1以上

＊1：透析患者検体は除外
＊2：初診者より検出した場合のみ
＊3：新生児は除外
＊4：…ボトルに陽性反応が認められた時点で培養液の塗抹検査を実施してFAXにて中間報告いたします。同定菌名が確定した時点および感受性の結果が確定した時点

につきましても、上記に加え中間報告いたします。
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